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Abstract

The TOHOKU linac has been operated since 1967. The total operating time 

reached to 50,000 hours*

This report describes as following items：1 ) Status of operation,

2) Maintenance of the machine, 3) Next plan.

東北大リニアックの現状

はじめに
東 北 大 学 リ ニ ア ッ ク は 完 成 以 来2 1 年 を 越 え 、学内共同利用施設として原子核研究はじ  

め、種々の分野に用いられてきた 。
この報告では、 1 ) 利用 状 況 、 2 ) 保 守 、 3 ) 今後の計画、 について述べる。

1 ) 利用状況 /

1 9 8 8 年 度 ま で の 利 用 状 況 を 第 1 表 に 示 す 。 1 9 7 9 年度は維持費増がありシフト数  
は 3 О 0 を越えたが、他 の 年 度 は 2 4 0 シフト程度であった。なお、 1 シ フ ト は 約 1 2  

時間である。

2 ) 保守
イ、誘導電圧調整器がモーターに変身

昨 年 9 月 に ク ラ イ ス ト ロ ン ♦ パ ル サ ー 2 号 機 の I V R の駆動部の破損事故が頻発  
し、修理に追いまくられた 。故障の様子は高圧印加中に過電流によりシャットダウンし同  
時に駆動モーターがあたかも高速逆転し、 オ ー バ ー ラ ン し て リ ミ ッ ト ，スィッチや歯車を  
破 損 し た 。最 初 に 疑 っ た の は 6 月に替えたパルスモータ一であった 。モーターの速度を変  
えたり駆動回路を交換したがだめであった 。 I V R についてその動作を調べたら3 相のも 
のは誘導型モータ一と類似の構造をしていることがわかった 。そ こ で I T V とビデオレコ 
一ダーで故障の瞬間を録画することにした。 し か し な が ら モ ー タ ー とI V R の間はウォー  
ム ギ アで結合されているので逆転する答はない、 という意見が多数を占めた。 ビデオテ一  
ブを再生してみると、故 障 時 の 様 子 が ほ ぼ 1 枚の画面に録画されている 。 こ れ は お よ そ 7 

50Г.Р.ІЯ.に相当する。 まさしく I V R がモーターに変身したのである。



こ の 故 障 が 起 こ る 前 に 他 の 機 器 で モ ー タ ー と ギ ア を 取 り 付 け た 架 台 （鋳 鉄 製 ）のボルト 
穴 が 欠 け た こ と が あ っ た 。 当 時 は 原 因 が わ か ら な いまま修理をしていたが、 これはボルト 
が ゆ る ん で た 時 、 2 次 側 の 異 常 で 回 転 力 が 発 生 し た も の と 思 わ れ る 。

口、強制空冷で故障が激減
クラ イ ス ト ロ ン 室 の 空 調 は24°C、5 0 % に設定されている。 昨年初期にクライ  

スト口ンパルサーの高圧ケーブルのコネクター接練部が破壌し耐圧不良になる事故が多発  
した。 こ の 部 分 は 以 前 に も 何 度 か 破 損 し た が4 〜 5 年使用後のことでその都度交換をして  
いた。今 回 の 異 常 な 頻 度 の 原 因 を 調 べ る 為 に ま ず パ ル サ ー 内 の 温 度 を 測 定 し た 。 またコネ 
ク タ 一 部 の 温 度 を 下 げ る 為 フ ア ン を 仮 設 し そ の 違 い を 測 定 し た の か 第1 図 で あ る 。 5 台の 
パ ル サ ー の う ち 4 台 が 同 じ 構 造 な の で 早 速 フ ア ン を 取 り 付 け た。 その後半年が過ぎたがケ  
一 ブ ル の 故 障 は 皆 無 で あ る 。

ハ 、 8 關 ビ デ オ を 活 用 し よ う 。
一 般 に 故 障 を 発 見 す る に は 五 惑 全 部 を 働 か ぜ て も 足 り'ないぐらいである。味 覚 、 

嗅 覚 、触 覚 は 一 応 除 外 す る と し て 、視 覚 に つ い て 考 え て み た 。 イ、の原因を突止めるのに  
活 躍 し た の は I T V と ビデオ レ コ ー ダ ー で 、 この組合せはモノクロの映像だけである。 こ 
の 他 に 視 覚 に 訴 え る 情 報 は た く さ ん あ る 。第 2 図 は P F N の波形観測からサイラトロンの  
耐 圧 低 下 の 様 子 を 知 ら せ た も の で 、 ソニー ♦ テ ク ト C3 ニ ク ス の デ ジ タ ル • オシロスコープ  
2 4 3  0 A 型 を 用 い た 。 この場合、音通のオシロスコープの画面を録画して良かったかも  
知 れ な い が 同 期 や ト リ ガ ー の タ イ ミ ン グ の 関 係 で 見 え な い 場 合 も あ る 。。 カラーになると  
更 に 情 報 童 は 増 え る だ ろ う 。放 電 箇 所 の 特 定 等 に 威 力 を 発 揮 し 、それに音が加われば迫力  
もある 。

こ ん な 訳 で 8 圖 ビ デ オ を 昨 年 購 入 し て 重 宝 し て い る 。
ニ 、故 障 を 未 然 に 防 ご う 。

高 圧 絶 縁 油 の 劣 化 を 知 る 一 つ の 目 安 と し て 、全 酸 価 の 測 定 が あ る 。簡単な方法で  
し か も 1 回 2 5 0 円、 そ れ は 「チ ェ ッ ク マ ン j という商品名で市販されている。 クライス 
トロンパルサーに使っている絶縁油をチェックしたら、 高圧トランスと整流用ダイオード  
スタックをいれたタンクのものが要注意となったので夏期工事期間中に交換することにし  
た。

温度の観 測 も 重 要 で あ る 。 ロ、 で 用 い た の は サ ー ミ ス タ ー で 、 これは正確で時定  
数 の 短 い 測 定 が で き る 。一 方 貼 る だ け で 5°С間隔の温度がわかるサーモラべルは正常時の  
値 を 記 録 し て お き 定 期 に 点 検 す る こ と で 異 常 を 知 る 。

3) • 今 後 の 予 定 • • • • • 拡充計画
拡充計画として現在概算要求をしている共用リング計画は昨年の本研究会でも報告され  

た 、 しかしいつ要求が認められるかわからないので現在のマシンの維持は万全を期する  
必 要 が あ るо

ж Т.Ташае第 1 2 回 リ ニ ア ッ ク 研 究 会 報 文 集 Р.208
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第 1 図 ク ラ イ ス ト ロ ン パ ル サ ー 内 の 温 度 测 定
第 2 図 ク ラ イ ス ト ロ ン パ ル サ ー P  F  N 電 圧 波 形


